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手話と音声のコミュニケーションツール「SureTalk」のインフラ基盤構築を支援 

「手話言語等の多文化共生社会協議会」に加盟し、SureTalk の普及に貢献 

 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（代表取締役社長：柘植 一郎、本社：東京都港区、略称：

CTC）は、一般社団法人「手話言語等の多文化共生社会協議会※1」に参画し、当協議会での活動を

通して、ソフトバンク株式会社が提供する手話と音声のコミュニケーションツール「SureTalk（シュアトー

ク）」のインフラ基盤構築を支援します。今後、SureTalk の普及を通してきこえない人ときこえる人のコ

ミュニケーション促進に貢献していきます。 

 

SureTalk は、きこえない人の手話の動作ときこえる人の音声をそれぞれ解析し、テキストへ変換して

チャットでのコミュニケーションを実現するサービスです。ビデオ通話の機能もあるため、互いに表情を

見ながら、リアルタイムでの対話を可能にします。きこえない人が仕事や日常生活で円滑にコミュニ

ケーションをとれるようになり、社会での更なる活躍や雇用の拡大につながることが期待されています。 

 

今回、CTC は、SureTalk のインフラ基盤の移行設計や構築を行っています。利用者の手話動画や

音声データなどの個人情報を扱うことから、よりセキュアで堅牢なサービスの本格的な提供を目指し、

クラウド基盤からオンプレミス基盤への移行を支援します。 

 

CTC は、「手話言語等の多文化共生社会協議会」にも参加機関として加盟しており、解析精度の

向上やモバイルアプリケーションの機能拡充も視野に、SureTalk の普及に努め、きこえない人のため

のコミュニケーション・プラットフォームの構築という協議会の活動に貢献していきます。 

 

＜SureTalk の画面＞ 
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＜SureTalk の紹介サイト＞ 

https://www.suretalk.mb.softbank.jp/ 

 
※１ 国立大学法人電気通信大学・国立大学法人筑波技術大学・国立大学法人九州工業大学・国立大学法人名古

屋工業大学・ソフトバンク株式会社の 5 社が、きこえない人ときこえる人の円滑なコミュニケーションを実現する社

会基盤の構築を目指し 2022 年 11 月 1 日に設立した機関。 

※ 記載されている商品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。 

※ 掲載されている情報は、発表日現在の情報です。最新の情報と異なる場合がありますのでご了承ください。 

 

以上 

 

＜報道機関からのお問い合わせ先＞ 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 

広報部 

E-mail：press@ctc-g.co.jp 


